
籏 野 脩 一

略 歴

Ⅰ 学歴および職歴

昭和24年３月 東京大学医学部医学科卒業

昭和25年３月 東京大学医学部付属病院インターン修了（昭和25年７月

第８回医師国家試験合格）

昭和25年４月 東京大学医学部付属病院第２内科（昭和26年２月 医師免

許証第134899号）

昭和25年４月 東京大学医学部第２内科研究生

昭和28年４月 東京大学医学部文部教官（助手）

昭和30年４月 東京大学医学部研究生

昭和32年12月 東京大学医学部付属病院医学博士号授与（昭和32年12月

医学博士第7018号 東京大学）

昭和36年７月 東京大学医学部文部技官

昭和37年４月 東京大学医学部文部教官

昭和41年１月 東京大学医学部文部教官（講師 外来医長）（昭和44年12月

まで）

昭和42年４月 世界保健機関本部心血管病課医官（昭和50年２月まで）

昭和50年４月 東京都老人総合研究所疫学部長（昭和57年12月まで）

昭和53年７月 東京都養育院付属病院兼務（昭和57年12月まで）

昭和58年１月 国立公衆衛生院疫学部長（昭和63年３月まで）

昭和59年４月 神戸大学大学院研究科講師（昭和59年10月まで）

昭和60年６月 総理府技官（振興局）（昭和60年７月まで）

昭和63年４月 淑徳大学社会福祉学部教授（平成10年３月まで）

平成元年３月 淑徳大学大学院社会福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程

設置に伴い（保健医療福祉論）◯合判定合格
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平成２年４月 東海大学医学部非常勤教授（平成10年３月まで）

平成４年４月 淑徳大学社会学部社会福祉学科教授（学部名変更）

平成７年１月 淑徳大学大学院社会福祉学研究科社会福祉学専攻博士（後

期）課程設置に伴い「社会福祉学特殊研究Ⅴ（保健医療福

祉研究）」「社会福祉学特殊研究Ⅴ演習」◯合判定合格

平成７年４月 淑徳大学図書館長（平成９年３月まで）

平成９年３月 淑徳大学社会学部社会福祉学科教授 定年退職 大学院教

授は留任（平成10年３月まで）

平成９年４月 同上 嘱託教授（平成10年３月まで）

平成10年４月 同上 兼任講師（平成11年３月まで）

平成10年４月 熊本学園大学社会福祉学部教授（平成14年３月まで）

平成15年１月 埼玉筑波病院常勤嘱託医（現在に至る）

Ⅱ 学会等における活動

昭和50年４月 世界保健機関専門家パネルメンバー（心血管病）（平成５年

９月まで）

昭和50年４月 International Society and Federation of Cardiology（国

際心臓連合）会員(平成９年まで）

昭和50年６月 日本老年医学会会員（同年10月から評議員、平成８年３月

まで、平成10年４月より特別会員、現在に至る）

昭和51年４月 日本公衆衛生学会会員（昭和59年６月から昭和63年３月ま

で評議員、以後同会員、現在に至る）

昭和51年４月 日本高血圧学会会員（昭和59年４月から平成４年３月まで

評議員、以後名誉会員、現在に至る）

昭和51年４月 日本脳卒中学会会員（昭和52年４月から評議員、現在に至

る）

昭和51年４月 日本循環器管理研究協議会会員（昭和59年４月から平成４

年３月まで常任理事、以後名誉会員、現在に至る）
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昭和51年４月 日本循環器学会会員（平成11年３月まで）

昭和51年４月 日本動脈硬化学会会員（昭和63年３月まで）

昭和52年４月 日本人口学会会員（平成14年３月まで）

昭和56年11月 日本老年社会科学会会員（昭和63年11月より平成６年９月

まで理事、平成６年９月より評議員、平成９年６月名誉会

員、現在に至る）

昭和57年１月 International Society of Hypertension会員（平成10年３

月まで）

昭和58年８月 国際心臓連合（ISFC）疫学・予防部会主催、WHO後援 第

16回心臓病の疫学・予防に関する国際テン・デイ・セミナー

(裾野）の受入れ国世話人

昭和58年度 (財）日本心臓財団奨励研究選考委員（昭和60年度まで）

昭和59年１月 International Epidemiology Association会員（現在に至

る）

昭和61年４月 東京都成人保健委員（昭和63年３月まで）

昭和61年10月 日本ストレス学会会員（平成13年３月まで）

昭和62年４月 日本肥満学会会員（平成元年３月まで）

昭和62年４月 日本体力学会会員（平成13年３月まで）

昭和63年５月 日本循環器管理研究協議会 第23回総会会長

昭和63年５月 第12回国際高血圧学会（東京）において 衛星集会「アジ

ア・太平洋地域における高血圧の地域管理」開催

昭和63年９月 日本疫学会特別会員（現在に至る）

平成３年６月 淑徳大学社会福祉学会理事（平成12年３月まで 以後同会

員、現在に至る）

平成５年10月 日本社会福祉学会会員（現在に至る）

平成６年４月 日本老年医学会認定医（認定医を日本老年医学会認定 老年

病専門医と改 、現在に至る）

平成14年６月 国立保健医療科学院疫学部特別研究員（現在に至る）
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（社会的活動）

昭和49年１月 (財）日本心臓財団予防委員（昭和62年12月まで）

昭和50年６月 (社）日本循環器管理研究協議会評議員（昭和53年６月より

理事、昭和59年５月より常任理事、平成４年６月常任理事

を辞し名誉会員、現在に至る）

昭和52年９月 Archives of Geronotology and Geriatrics編集委員（現在

に至る）

昭和58年２月 文部省学術審議会専門委員（科学研究費分科会）（昭和62年

１月まで）

昭和58年４月 厚生省公衆衛生審議会専門委員（昭和62年５月まで）

昭和58年10月 総合研究開発機構 老化と健康研究委員会委員（昭和60年

まで）

昭和58年11月 (財）消防科学総合センター 救急業務総合実態調査委員会

ワーキンググループ委員（昭和59年11月まで）

昭和59年１月 (財）日本心臓財団専門委員（昭和49年１月～62年12月まで

予防委員、昭和63年１月～平成11年５月まで国際委員）

昭和59年４月 総理府資源調査会専門委員（昭和61年７月まで）

昭和59年７月 厚生省厚生統計協議会委員（平成２年９月まで）

昭和59年７月 厚生省衛生統計部会員（平成２年９月まで）

昭和60年４月 東京都目黒区保健所運営協議会委員（昭和62年３月まで）

昭和60年６月 総理府技官（振興局）（昭和60年７月まで）

昭和60年６月 科学技術庁 アメリカ合衆国出張

昭和60年８月 国際協力事業団 医療特号専門家として中華人民共和国に

対する技術協力（８月６日から８月23日まで）

昭和61年４月 東京都成人病検診管理指導協議会 循環器疾患等部会会員

(同部会会長、平成７年６月から８年３月まで同協議会会

長）

昭和61年４月 科学技術政策委員会研究評価小委員会「高齢化社会に対応
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する科学技術の開発に関する研究」ワーキンググループ（昭

和62年まで）

昭和61年４月 中華人民共和国へ学術講演のため出張

昭和62年６月 公衆衛生情報研究会理事（昭和63年３月まで）

昭和62年６月 (財）日本心臓財団評議員（平成11年５月まで）

昭和62年12月 (財）循環器病研究振興財団評議員（平成７年３月まで）

昭和63年１月 (財）日本心臓財団国際委員（平成５年６月まで）

昭和63年４月 国立公衆衛生院疫学部特別研究員（平成13年３月まで）

昭和63年４月 (財）東京都老人総合研究所看護学研究室客員研究員（平成

３年３月まで）

平成元年３月 熊本県医師会、熊本市医師会、国立熊本病院地域医療研修

センター主催第12回シンポジウム『循環器疾患の予防』に

おいて「虚血性心疾患の疫学」と題して講演

平成元年８月 東京都練馬区光が丘総合病院運営懇談会委員（平成３年３

月まで）

平成元年10月 Social Science and Medicine（編集委員）（平成７年９月

まで）

平成２年４月 美原賞選考委員会委員（平成２年度委員長、以後委員、平

成９年３月まで）

平成２年８月 シンガポール大学 日本学科主催 Seminar on Ageing in
 

the 21st Century:Japan and SingaporeにおいてMedical
 

services for the elderly in Japanについて発表

平成２年９月 独協大学医学部『高齢化社会における諸問題、美しく健や

かに老いるために』において「今後の老人医療における福

祉の在り方」について講演

平成２年10月 東京都養育院付属診療所短寿命放射性薬剤臨床利用委員会

委員（平成10年１月まで）

平成２年11月 木更津市東清祖父母学級において「世界のお年寄り達各国
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の老人の生活と福祉制度」と題して講演

平成３年４月 (財）東京都老人総合研究所プロジェクト研究客員研究員

(平成４年３月まで）

平成３年４月 (財）放射線影響研究所臨床研究部顧問（平成11年３月まで）

平成３年８月 生涯スポーツと栄養研究会（新宿）において「高齢者のス

ポーツ」について講演

平成３年９月 東京都特別区職員研修会議（東京）において「これからの

保健と福祉」について講義

平成３年10月 Workshop for Heart Foundation, The 10th Asian-

Pacific Congress of Cardiology（ソウル）において

Stroke and area of health care which falls within Foun-

dation’s mandateについて講演

平成３年12月 東京都練馬区日本大学医学部付属練馬光が丘病院運営協議

会委員（会長 現在に至る）

平成４年１月 平成３年度淑徳大学市民公開講座『すこやかに老いるため

に』において「人生八十年時代の幕開け」と題して講演

平成４年４月 (財）東京都老人総合研究所人間科学・リハビリテーション

研究系看護学部門客員研究員（平成８年３月まで）

平成４年４月 Japanese Journal of Hypertension編集委員

平成４年４月 (社）全国牛乳普及協会 牛乳栄養学術研究選考委員（現在

に至る）

平成４年４月 文京区消費者通信教育講座フォロー研修会（文京区）にお

いて「食生活と健康」と題して講演

平成４年６月 国際衛生行政セミナー（八王子）において「わが国の公衆

衛生行政の発展」について講演

平成４年６月 千葉市民文化大学講座（千葉）において「高齢化時代の心

とからだ」について講演

平成４年９月 秋田県立脳血管研究センター 客員研究員（平成５年８月
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まで）

平成４年10月 パッフェンバーガー教授来日記念特別講演会『運動と体力

と健康』パネル（東京医大）において「老人の運動と健康」

について講演

平成４年11月 平成４年度淑徳大学市民公開講座『新時代を生きる家族』

において「老いと家族」と題して講義

平成５年３月 US-Japan Society,Seattle主催の Stressed out in Japan
 

and the USをテーマとするcity club講演会で、「The
 

epidemiology of stress」と題して講演

平成５年４月 ワシントン大学医学部の research seminarにおいて「A
 

longitudinal study of ageing in Japanese population」と

題して講演

平成５年６月 千葉市社会福祉協議会主催『千葉市ボランティア講座』に

おいて「老人のからだと心理」と題して講演

平成５年６月 (社福）東京都葛飾区社会福祉協議会『第24回葛飾区長寿大

学』において「老人とからだと健康」について講演

平成５年７月 (社福）全国社会福祉協議会主催の『全社協社会福祉士通信

教育研修』において「医学一般」について講義（以後続講

現在に至る）

平成５年10月 平成５年度淑徳大学公開講座『中高年からの健康とスポー

ツ』において「スポーツを始める前に―中高年者のために」

と題して講演

平成５年12月 (財）日本国際協力センター主催『国際上級医療行政セミ

ナー』において「日本における成人病対策」と題して講義

平成６年５月 (財）千葉市文化振興財団主催『千葉市民文化大学』におい

て「老人のからだとこころ」と題して講演（以後続講 平

成９年９月まで）

平成６年６月 (社福）葛飾区社会福祉協議会主催『第24回葛飾区長寿大学』
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において「老人のからだと健康」と題して講演

平成６年８月 (財）日本国際医療団主催『国際上級医療行政セミナー』に

おいて「日本の保健・医療と福祉の現状」の研修補佐

平成６年９月 東京都中野区地域保健推進会議委員（保健分科会会長 平

成８年10月まで）

平成６年９月 千葉市社会福祉協議会主催『はじめてのボランティア』講

座において「終末期の在り方」と題して講演

平成６年９月 千葉県旭市主催『あさひ寿大学』において「老人福祉」に

ついて講演

平成７年４月 東京都練馬区行政改革推進懇談会委員（平成８年９月まで）

平成７年５月 千葉県四街道市主催『介護者養成講座（３級）』において「高

齢者の福祉」について講義

平成７年５月 国立公衆衛生院疫学部主催『特別課程成人病対策コース』

において「循環器疾患の介入試験」について講義

平成７年６月 東京都老人保健事業調査委員会委員（会長）（平成８年３月

まで）

平成７年８月 (財）健康・生きがい開発財団主催『第13回第一次アドバイ

ザー養成研修会』において「中高年の心身の特性」につい

て講演（以後平成９年10月まで、第15回、第16回、第18回、

第21回、第23回まで続講）

平成７年11月 千葉県海匝市千葉県海匝支庁社会福祉課地域福祉推進班共

催「介護者養成講座（３級）」において「老人と福祉」「老

人の医学基礎知識」と題して講義

平成８年２月 淑徳大学 英国ブリストル大学短期留学生現地指導並びに

連絡調整のため英国出張（平成８年３月まで）

平成８年４月 (財）東京都老人総合研究所 社会・社会医学系地域保健部

門客員研究員（平成10年３月まで）

平成８年４月 (財）日本心臓財団評議員（平成10年３月まで）
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平成８年７月 千葉県赤十字奉仕団 千葉学生分団部長・顧問（平成10年

３月まで）

平成８年７月 淑徳大学 医療ボランティアサークルColor colors部長・

顧問（平成10年３月まで）

平成８年７月 淑徳大学 人形劇よくばりんこ部長・顧問（平成９年５月

まで）

平成８年10月 大乗淑徳学園、板橋区教育委員会主催『淑徳公開講座人間

コミュニケーション講座21世紀と共生・新社会福祉時代の

到来』において「高齢者福祉と介護問題」と題して講演

平成８年10月 (社福）長岡老人福祉協会評議員（現在に至る）

平成９年１月 米国製薬工業協会、日本製薬工業協会主催『薬品産業の今

後に関する研究報告会』において「パネルディスカッショ

ン疾病構造変化と保健医療費の長期予測」座長

平成９年６月 (社）日本医学協会会員（平成15年１月理事 現在に至る）

平成11年５月 熊本学園大学春期公開講座『現代日本の医療と患者の自己

決定権』において「医学の立場から」と題して講義

平成12年10月 熊本学園大学秋期公開講座『健康づくりを科学する』にお

いて「医学からみた健康」と題して講義

平成13年４月 日本社会事業学校連盟『社会福祉士資格等シンポジウム』

において「医学一般」の教育のあり方について報告

平成13年６月 (社）日本社会福祉士養成校協会理事（現在に至る）

平成13年11月 熊本学園大学秋期公開講座『現代日本における「共生」を

考える』において「医療における共生と課題」と題して講

義
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